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【経緯】 

南海トラフ地震等激甚災害では、被害が広域的かつ甚大となり、海抜ゼロメートル地帯などの低

地では浸水した津波が滞り、ライフライン供給も途絶することが予測されます。 

その地域に所在する高齢者介護施設等は長期間の孤立状態となり、施設機能は消失、利用者

の健康状態はより悪化し、震災関連死のリスクが高くなることから、早急な公的支援体制が求めら

れます。 

このような背景から、令和６年度の調査研究事業では、激甚災害で長期孤立する高齢者介護施

設に対する効果的支援体制が行える「災害時福祉医療連携ネットワークモデル」構築を目指し、

愛知県西部の海抜ゼロメートル地帯を対象にモデル地域として検討してきました。 

本事業では、海抜ゼロメートル地帯の市町村及び高齢者介護施設職員で構成した検討委員会

を設置し、能登半島地震の支援経験、令和４・５年度老人保健健康増進等事業から得た知見を

踏まえ、施設・市町村・県が連携した支援体制のあり方を検討し、公助・共助機関が一体となった

地域全体の介護・医療機能の継続を行うべく、災害時保険医療福祉情報連携ネットワークシステ

ム（D H-W ins）を作成しました。 

D H-W ins では、施設が BCP、防災マニュアル行動計画に基づき収集した施設の人的・物的

被害情報をアプリ機能による集計後、要避難者、要医療者を選定するとともに施設として避難、籠

城、業務継続等の方針を決定し、市町村、都道府県と情報共有をし、市町村・都道府県が支援

方針を確認し、医療搬送先、避難先、避難方法、物品支援等の支援が行われる構成としています

ので、より効果的かつ現実的な支援が行われるものと思料します。 

１ 名称 

本システムは、大規模災害時における保健医療福祉情報連携を主眼としていることから「災害

時保健医療福祉情報連携ネットワークシステム」とし、英字表記の“Disaster Healthcare ＆  

Welfare Information Network System”の略称「D H-W ins」をシステム名称としています。 

２ システム概要 

図１のように被災施設への支援に必要な情報をアプリにより集計し、災害時に活用できる情報

伝達方法で市町村、都道府県へ送付し、市町村・都道府県が効果的な支援を検討できることを

目的としています。 

 （図１） 
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（1） 施設の行動 

① 被災状況の把握 

発災後、施設・人的被害状況、ライフライン・備蓄状況の確認後、アプリ「a.施設被害状況チ

ェックリスト」に入力 

② 集計と伝達 

アプリ機能で「b.施設被害一覧表」を集計作成し、Microsoft Excel® CSV（以下「CSV」とい

う）ファイルに変換してメール送信、または情報共有システム、メール、音声等で市町村に伝達  

③ 現状分析と対応方針検討 

「b.施設被害一覧表」記載内容を現状分析シートに転記し、施設被害状況の分析を行い、

施設対応方針を決定し、職員間で共有 

④ 要避難者選定 

 アプリ「利用者被害状況一覧」を印刷し、「c.健康状態一覧表（利用者被害状況一覧）」と

し、アプリのトリアージ機能で作成された「d.要避難者一覧表」を作成 

 「d.要避難者一覧表」を CSV ファイルに変換し、市町村へメールまたは音声で伝達  

 

（2） 市町村の行動 

① 市町村内施設被害状況の予測 

施設被害状況報告が速やかに行われない場合に備えて、各施設災害対応機能を事前に把

握し、ハザードマップで照合し「e.市町村内施設被害予測一覧表」を作成し、支援見積をたて

る 

② 市町村内施設被害状況把握 

 メール送信された CSV 施設被害情報、（２）-①で事前作成した「e.市町村内施設被害予測

一覧表」をアプリ機能で「 f.市町村内施設被害状況一覧表」に読込む 

 音声で施設被害状況報告された場合には、その内容を「 f.市町村内施設被害状況一覧

表」に代行入力 

③ 市町村内施設要避難者把握 

施設より送付された「g.市町村内施設要避難者一覧表」を集計し、医療搬送対象者、施設

外避難者を把握 

④ 現状分析と対応方針検討 

 アプリ機能で表示された施設被害状況、支援内容、要避難者を現状分析シートに転記し、

施設別の支援方策を検討し、福祉担当者、医療担当者、危機管理担当者と共有  

 市町村で避難先、避難手段確保可能な場合は市町村で調整  

⑤ 情報伝達 

（２）-②で作成した「 f.市町村内施設被害状況一覧表」ファイル、（２）-③で作成した「g.市町

村内施設要避難者一覧表」ファイルを県へメール送信 

 

（3）県の行動 

① 県内施設被害状況把握 

 市町村から送信された「 f.市町村内施設被害状況一覧表」をアプリ機能で「h.県内施設被

害状況一覧表」に読込む 

 災害時情報共有システムのテンプレートと「h.県内施設被害状況一覧表」内容を照合 
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② 現状分析と対応方針検討 

アプリ「h.県内施設被害状況一覧表」で表示された施設被害状況、支援内容を現状分析

シートに転記し、県内被害状況、医療機関被害状況を福祉、医療、危機管理部門で共有し、

避難、籠城支援の優先順位、支援方法を検討する。 

（優先順位の目安） 

ⅰ緊 急 支 援 ；  建物が大規模半壊以上で緊急に施設外避難を要する場合の支援 

ⅱ重 点 支 援 ；  建物が半壊以上でライフラインも消失し、かつ医療搬送が必要な傷病者が

生じた施設への医療搬送・施設外避難支援と籠城支援  

ⅲ要 支 援 調 整 ；  建物は一部損壊状態もライフラインが消失し、施設機能維持が困難な施設

に対する籠城支援 

 

３ アプリ機能 

D H-W ins 活用アプリは（株）Core 社に下記機能が行える仕様として委託し制作 

(施設編 ) 

a.施設被害状況チェックリスト 

仕様 ； オフライン HTML 

機能 ； 被害状況の入力とともに、b.施設被害一覧表、c.健康状態一覧表、 

d.要避難者一覧表、情報共有システム入力項目、施設行動方針を自動計算作成 

（市町村・県編） 

e.市町村内施設被害予測一覧表 , f.市町村内施設被害状況一覧表、g.市町村内施設要避

難者一覧表、h.県内施設被害状況一覧表、i.県内施設要避難者一覧表 

仕様 ； Microsoft Excell（VBA）® 

機能 ； 施設、市町村から送付された被害報告等のＣＳＶファイルを自動読込  
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Ⅱ D H-W ins 活用要領 
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1 情報区分 

平時に把握できる施設情報等を「事前情報」、発災後緊急性があると判断される項目を「緊

急情報」、準緊急性があると判断される項目を「詳細情報」と区分し、事前情報は平時に、緊

急情報は発災直後に、詳細情報は発災直後から経時的に入力 

（1）事前入力 

発災直後の対応は施設職員も多忙となることから、日常で把握できる建物構造、職員、利

用者の情報は事前に入力 

(入力要領 ) 

（2）緊急情報と詳細情報 

建物被害、人的被害から緊急支援が必要となる関連情報は緊急情報として優先入力し、ライ

フライン、物品支援等施設機能維持を求めるものは詳細入力とし、詳細入力まで集計できない

場合は緊急情報を優先集計し、市町村へ伝達する。 

 

  

➢ パソコン・スマートフォンにダウンロードされた D H-W ins アプリの TOP 画面を表示 

➢ TOP 画面から①施設情報、②職員情報、③利用者情報を順に選択し、表示された画面

から平時に把握できる情報を選択入力 

➢ 入力完了後④事前入力データ CSV 出力を選択し、入力した項目を CSV に変化して

PC、スマートフォンに保存 

A) 施 設 編 

１ 情 報 区 分 
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地震による建物損壊状況、津波・洪水による建物損壊状況は緊急支援の判断基準となるため、

建物被害状況（階層）は必須入力とする。 

（手順） 

 各階の視認可能な場所の確認を行い、地震損壊、津波浸水、雨漏り・漏水被害をアプリに入力  

 建物損壊、浸水・漏水により危険度が高く、確認ができない場合は調査不能と入力  

① 入力要領 

a. 地震損壊 

（確認項目） 

壁・天井・床面が剥離、落下、陥没、傾斜等により、居住空間として使用できない損壊場所、
または余震により損壊の恐れがある損壊場所の比率を各階ごとに確認  

（入力方法） 

各階の損壊規模を表１評価基準に基づき選択入力  

選択項目；  全壊  ・  大規模半壊  ・  半壊  ・  一部損壊  ・  調査不能  ・  無 

（表１  損壊規模評価） 

b. 浸水損壊 

各階の浸水状況を確認し、選択入力  

選択項目；  床上浸水  ・ 床下浸水  ・  調査不能 ・  被害なし 

c.  雨漏り・漏水損壊 

（確認項目） 

各階の雨漏り、スプリンクラー等による漏水で床上浸水し、居住空間として使用できない損壊
場所の比率を各階ごとに確認 

（入力方法） 

各階の損壊規模を表１評価基準に基づき選択入力   

選択項目；  全壊  ・  大規模半壊  ・  半壊  ・  一部損壊  ・  調査不能  ・  無 

② 評価基準 

アプリ機能により（2）-①入力項目データに基づき次の評価基準に基づき算定  

a. 地震損壊規模 

調査不能は全壊とし、損壊比率を自動計算し損壊規模を表１に基づき表示  

【損壊比率計算】 

（全壊階数×0.7＋大規模半壊階数×0.5＋半壊階数×0.１＋一部損壊階数×0.01）/建物階数 

b. 浸水損壊規模 

調査不能は床上浸水とし、損壊比率を（床上浸水階数/建物階数）で自動計算し、損壊規模
を表１に基づき表示 

c. 雨漏・漏水損壊規模 

a.地震損壊規模  と同じ 

③ 被害規模 

「災害時情報共有システム」報告項目の被害規模は 2-(1)～(3)データから自動算定 

重大な被害有り 半壊以上の被害階が 1 以上ある場合 

軽微な被害有り 半壊以上の被害階がなく一部損壊の階がある場合  

被害なし 一部損壊階以上の階がない場合 

２ 入力要領と評価基準 

（1） 建物被害状況（階層） 
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施設共有場所の確認を行い、地震損壊、津波浸水、雨漏り・漏水被害をアプリに入力する。 

施設内避難場所、避難経路、食事・排泄等の業務継続判定時に参照する。 

① 入力要領 

a. 地震損壊  ・ 雨漏・漏水損壊 

（確認場所） 

居室、食堂、トイレ、事務室、避難階段、エレベーター 

（確認項目） 

壁・天井・床面が剥離、落下、陥没、傾斜等により、居住・避難場所として使用できない損壊場

所、または余震により損壊の恐れがある損壊場所を確認  

b. 浸水損壊 

（確認場所） 

居室、食堂、トイレ、事務室、避難階段、エレベーター 

（確認項目） 

各階の浸水状況を確認し、選択入力  

選択項目；  床上浸水  ・ 床下浸水  ・ 調査不能 ・  被害なし 

②  評価基準 

各場所の損壊評価を評価基準に基づき選択   

評価目安：  居住・避難利用不可能数/全体数 

選択項目；  全壊 ・ 大規模半壊  ・ 半壊 ・ 一部損壊  ・ 調査不能  ・ 無 

（表１  損壊規模評価） 

  

２ 入力要領と評価基準 

（1） 建物被害状況（場所） 詳細情報 
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① 入力要領 

a. 事前（平時）入力 

事前に職員の氏名、年齢、性別、職種を入力  

【入力方法】 

 

b. 発災後（緊急情報）入力 

【安否確認】 

職員の勤務、安否状況を確認し職員被害状況に入力  

 

【生理学的評価】 

職員の生理学的評価は迅速に判断するため、呼吸、表情、動作、会話がいつもと違うかで判定  

評価内容が「普段どおり」以外の評価項目の場合は優先的に入力 

c. 発災以降（詳細情報）入力 

【勤務可能職員】  

帰宅希望、出勤可能かを確認し、職員被害状況に入力  

【一時移動場所】 

要避難者を一時的に移動させた場所を手入力、移動させない場合は居住室を入力  

【避難先（選択入力）】 

要避難者の避難先が確定した場合、避難場所を選択入力 

（選択項目） 

調整中、施設建物内、施設敷地内、医療機関、直近建物、近隣施設・避難所、 
県内施設・避難所、隣接県、広域 

２ 入力要領と評価基準 

（2） 職員被害状況 
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② 評価基準 

アプリ機能により（2）-①入力項目データに基づき次の評価基準に基づき算定  

a. 重症度判定   

 生理学的評価入力項目を表２に基づき重症度を赤、黄、緑と評価  

 生理学的重症度赤を医療搬送対象とし、職員被害一覧表に反映  

（表２  重症度判定） 

b. 勤務可能者 

重症度、帰宅希望、生理学的評価から今後の勤務可能かを判定し、職員一覧表に表示  

c. 要避難種別 

  要医療、建物被害一覧損壊規模から避難種別を選定し、職員一覧表に表示  

d. 要人的支援数 

 職員職種、安否確認状況、勤務可能数を集計、勤務可能職員数-発災前職員数にて職

種別の人的支援数を算定（表３）  

 算定結果は災害時情報共有システム入力項目に反映  

（表３  人的支援算定例） 

e. 情報共有システム、施設被害状況一覧報告  

【人的被害】 

 安否確認、重症度、要医療、今後の勤務、職員状況から職員の人的被害数、負傷者数、重症
者数、軽症者数、死亡者数、要医療者数、行方不明者数、在勤者数、勤務可能者数、要支援
看護職数、要支援介護職数、要支援その他数を集計  

【避難者数】 

   要避難者種別数を集計 

２ 入力要領と評価基準 

（2） 職員被害状況 
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① 入力要領 

a. 事前（平時）入力 

事前に利用者の居室、氏名、年齢、性別、介護度、在宅医療を入力  

【入力方法】 

b. 発災後（緊急情報）入力 

【安否確認】 

安否状況を確認し入力 

 

【生理学的評価】 

 職員の生理学的評価は迅速に判断するため呼吸、表情、動作、会話がいつもと違うかで判定  

 評価内容が「普段どおり」以外の評価項目の場合は優先的に入力  

c. 発災以降（詳細情報）入力 

利用者の所在を把握するため、移動場所・避難先を入力  

【一時移動場所】 

要避難者を一時的に移動させた場所を手入力、移動させない場合は居住室を入力  

【避難先（選択入力）】 

要避難者の避難先が確定した場合、避難場所を選択入力 

（選択項目） 

調整中、施設建物内、施設敷地内、医療機関、直近建物、近隣施設・避難所、 

県内施設・避難所、隣接県、広域 

  

２ 入力要領と評価基準 

（3） 利用者被害状況 
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② 評価基準 

アプリ機能により（3）-①入力項目データに基づき次の評価基準に基づき算定  

【重症度判定】  

生理学的評価入力項目を表２に基づき重症度を赤、黄、緑と評価  

（表２  重症度判定） 

【医療搬送分類】 

生理学的評価に在宅医療内容を加味し、医療搬送を緊急搬送・要医療搬送と分類し、利用

者一覧に反映 

◎緊急搬送  ＝ 重症度“赤” もしくは 在宅医療“人工呼吸器装着者” 

〇要医療搬送  = 重症度“黄”かつ“在宅医療継続者” 

【要避難種別】 

  要医療、建物被害一覧損壊規模から避難種別を選定し、利用者一覧表に表示 

③ 情報共有システム、施設被害状況一覧報告 

【人的被害】 

 安否確認、重症度、要医療、今後の勤務、職員状況から職員の人的被害数、負傷者数、重症

者数、軽症者数、死亡者数、要医療者数、行方不明者数、在勤者数、勤務可能者数、要支援

看護職数、要支援介護職数、要支援その他数を集計  

【避難者数】 

   要避難者種別数を集計 

  

２ 入力要領と評価基準 

（3） 利用者被害状況 
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① 入力要領 

下表 入力項目と方法により緊急情報、詳細情報を入力  

a. 緊急情報（■項目を必須入力） 

 ライフライン供給機関からの供給電力、供給上（下）水道の状況を選択入力 

 固定電話・携帯電話、災害用通信機器（衛星携帯電話、防災無線、MCA 無線等市町村と通信

可能な機器）、インターネットの通信状況を選択入力  

b. 詳細情報 

稼働状況、保有状況を確認後入力  

（入力項目と方法） 

② 評価基準 

a. 支援優先順位 

上記入力内容項目を評価基準に基づき算定し、支援優先順位をライフライン被害状況一覧に表示  

（評価基準） 

b. 報告様式への反映 

1) 災害時情報共有システム 

電気、飲料水、生活用水、ガスの状況入力データを情報共有システム入力項目に反映  

2) 施設被害状況 

すべての入力データを反映  

２ 入力要領と評価基準 

（4） ライフライン被害状況 

入力方法

供給電力 選択 停電 送電有

非常用電源（自家発電等） 選択 有 無

稼働日数 選択 0日 半日 1日 2日 3日 4日以上

供給上水道 選択 断水 送水

保有飲料水 選択 有 無

保有方法 選択
ペット

ボトル
貯水槽 井戸水

飲料数保有日数 選択 0日 半日 1日 2日 3日 4日以上

供給下水道 選択 断水 送水

保有生活用水 選択 有 無

保有方法 選択 貯水槽 井戸水

生活用水保有日数 選択 0日 半日 1日 2日 3日 4日以上

供給ガス 選択 なし あり

代替えガス設備 選択 なし あり

固定電話・携帯電話 選択 通信可 通信不可

災害用通信機器

（衛星電話、防災無線、MCA無線）
選択 通信可 通信不可

インターネット 通信可 通信可 通信不可

通信可能電話番号 数値入力

使用可能メールアドレス 英数字記号入力

下

水

道

の

状

況
ガ

ス

の

状

況

通

信

の

状

況
数値入力

項目 選択項目

電

気

の

状

況

上

水

道

の

状

況

重点支援（優先的支援） 要支援調整（支援準備） 要観察（経過観察） 支援不要（当面支援無）

本日分の確保にも支障
２～３日しかなく、

その後の確保見通しなし
当面はある 十分ある

電力支援 停電、自家発稼働日数≦半日 停電、自家発稼働日数≦2日 停電、自家発稼働日数=3日 停電、自家発稼働日数≧４日

上水道支援 断水、飲料水保有日数≦半日 断水、飲料水保有日数≦2日 断水、飲料水保有日数=3日 断水、飲料水保有日数≧４日

生活用水支援 断水、自家発稼働日数≦半日 断水、生活用水保有日数≦2日 断水、生活用水保有日数=3日 断水、生活用水保有日数≧４日

区分

ガ
ス
の
状
況 
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① 入力要領 

食糧、燃料の保存状況、冷暖房機能、トイレ機能の確認後、該当内容を選択入力  

② 評価基準 

a. 支援優先順位 

食糧、燃料の支援優先順位を評価基準に基づき算定 

（評価基準） 

 

b. 生活必需器材の稼働 

代替え機器の有無により冷房・暖房・トイレ使用が可能かを算定  

③ 報告様式への反映 

備蓄状況は災害時情報共有システム、施設被害状況にすべて反映  

重点支援（優先的支援） 要支援調整（支援準備） 要観察（経過観察） 支援不要（当面支援無）

本日分の確保にも支障
２～３日しかなく、

その後の確保見通しなし
当面はある 十分ある

食糧支援 食糧保有日数≦半日 食糧保有日数≦2日 食糧保有日数=3日 食糧保有日数≧４日

燃料支援 自家発稼働日数≦半日 自家発稼働日数≦2日 自家発稼働日数=3日 自家発稼働日数≧４日

区分

２ 入力要領と評価基準 

（5） 備蓄状況 

入力方法

職員用食糧保存 選択入力 有 無

利用者用食糧保存 選択入力 有 無

保存日数 選択入力 0日 半日 1日 2日 3日 4日以上

自家発・発発燃料種 選択入力 A重油 軽油 灯油 ガソリン 蓄電池 LPガス

稼働日数 選択入力 0日 半日 1日 2日 3日 4日以上

冷暖房燃料種 選択入力 軽油 灯油 蓄電池 LPガス

燃料保有日数 選択入力 0日 半日 1日 2日 3日 4日以上

常設冷房装置使用 選択入力 可能 不可

代替え冷房機 選択入力 有 無

代替え冷房機種 選択入力
スポット

クーラー
扇風機

常設暖房装置使用 選択入力 可 不可

代替え暖房機 選択入力 有 無

代替え暖房機種 選択入力
石油

ストーブ

ファン

ヒーター

薪

ストーブ

木炭

ストーブ
いろり

常設トイレ使用 選択入力 可能 不可

代替え(簡易トイレ） 選択入力
有

（充足）

有

（不足）
無

代替え（おむつ） 選択入力
有

（充足）

有

（不足）
無

暖

房

ト

イ

レ

項目 ■選択項目

食

糧

の

状

況

燃

料

の

状

況

冷

房

区分 使用可能 使用不可

冷房機能

暖房機能

トイレ機能

常設使用不可、代替有 常設使用不可、代替無
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災害時情報共有システム報告項目のうち必須項目を入力し、国・県へ報告 

① 報告手段 

インターネット 

② 報告内容 

アプリ機能で算定し、「情報共有システム入力項目」表示 

a. 施設被害状況 INDEX 画面の「情報共有システム入力確認画面」をクリックして報告内容を表示 

b. 施設被害状況 INDEX 画面の「印刷一覧」「情報共有システム入力項目」をクリックして報告内容を印

刷し確認 

 

 

 

  

 

閲覧用 

情報共有ｼｽﾃﾑ入力項

目 

確認画面 

印刷用 

情報共有システム入力項目 

３ 情報伝達（被害状況報告） 

（1） 災害時情報共有システムによる報告 

施設被害状況NDEX 画面 

a 

b 
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③ 入力要領 

(1)-②で集計した報告内容を参照し、「事業所向けマニュアル（被災状況報告編）」に基づき入力 

「事業所向けマニュアル（被災状況報告編）」（入力関連分抜粋） 

① 災害時情報共有システム共有システムにログイン 

 

② 災害名を選択し災害情報等入力画面を表示  

③ D H-W ins 状況共有システム入力用確認画面を参照して入力 

④ 入力完了したなら報告ボタンをクリックして送信  

 

３ 情報伝達（被害状況報告） 

３ 情報伝達（被害状況報告） 

（1） 災害時情報共有システムによる報告 

④ 

④ 入力完了後、報告ボタンをクリックして送信 
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施設被害状況報告は災害時情報共有システム報告内容に市町村・県が効果的支援を行うに必

要な情報を含めているため、伝達可能な方法により、市町村に報告する。 

① 報告手段 

メール、音声通信、伝令 

② 伝達方法 

a メール・伝令伝達 

「施設被害状況一覧 INDEX 画面」の CSV 出力をクリックし、作成

された CSV を PC,スマートフォン内フォルダに保存 

  

 

➢ メール送信 

保存された CSV ファイルをメール添付し市町村に送信  

 

 

➢ 伝令 

CSV ファイルが保存されたデーターカードを市町村に持参  

b 音声伝達 

 「施設被害状況一覧 INDEX 画面」から「施設被害状況確認画面」をクリックして報告内容表示 

 音声にて市町村に読上げ伝達 

 

 

  

（インフラ断絶時対応機器）  

高速衛星通信、 固定・可搬式衛星電話 

 

 

（2） 衛星携帯電話、防災無線等による音声通話 

スマ-トフォン（Android） 

PC（Windows） 

（インフラ断絶時対応機器）  

 高速衛星通信（IP 電話） 

 固定・可搬式・携帯衛星電話 

 防災無線 

 MCA 無線 

a 

ｂ 

３ 情報伝達（被害状況報告） 
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被害状況確認、緊急情報伝達終了後、災害対策本部で現状分析シート（後頁）を活用し、現状

の被害状況、役割分担を職員で共有し、対応策を検討する。 

分析シートの記載・検討は緊急性のあるものから記載・検討し、詳細情報は確定次第追記し、新

たに対応策を検討する。 

（1）  被害状況の集計 

D H-W ins アプリ被害状況 INDEX から印刷→施設被害状況一覧をクリックし、「施設被害状

況一覧表」を印刷、もしくは印刷画面から現状分析シートに転記する。 

（2） 具体的被害状況の共有 

分析シート転記事項の他、対応方針の検討に必要な情報はアプリ印刷一覧から下記項目を

選択し、印刷もしくは印刷画面閲覧で共有  

➢ 建物被害状況（階層） 

➢ 建物被害状況（場所） 

➢ 職員被害状況 

➢ 利用者被害状況 

（3） 検討事項 

① 施設行動方針の確認 

アプリ表示の行動方針を参考に、実際の施設機能、職員・利用者被災状況から災害対策本

部長が行動方針を最終決定する。 

（アプリ表示行動方針） 

 

黒　安否確認

紫　全員避難

赤　籠城避難

黄　籠　　　城

緑  警        戒

白 機能維持もしくは未入力

人的・物的被害が少なく当面は施設機能が維持される施設

倒壊、浸水、雨漏・漏水で建物損壊が大規模半壊以上の施設

籠城可能で要医療者が発生した施設

籠城可能も物資支援が必要な施設

建物全体が倒壊・浸水し在所者の安否確認が必要な施設

４ 現状分析と対応 
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② 避難者対応 

a. 施設内避難場所の選定 

 アプリ「建物被害状況（階層）」「建物被害状況（場所）」印刷画面を参照し、避難経路が

確保かつ被災していない場所を選定 

 アプリ「職員被害状況一覧」「利用者被害状況一覧」に各避難者の避難先を入力 

b. 避難方法 

 アプリ印刷一覧「利用者被害状況」印刷画面に表示される利用者一覧表示項目の介護度

をもとに担送（担架搬送）、護送（車いす）、介助避難（歩行）を選別し、避難経路を確認 

 担送、護送、介助避難担当者を割り振りし、保有必要資機材確認のうえ避難順位を検討 

 

③ 緊急時職員の対応 

避難者多数の場合は避難介助を優先とする。 

④ 介助サービス 

食事介助は継続し、利用者の健康状態に応じ他の介助は代替え縮小または中止する。 

⑤ 物 品 

アプリ「ライフライン被害状況一覧」、「備蓄対応状況一覧」に“重点支援”が表示された物品

の補給支援を市町村に請求する。 

⑥ 勤務編成と応援要請 

アプリ印刷一覧「職員被害状況」印刷画面に表示される「職員の状況」を確認し、確認者で

今後の勤務編成を行い、必要人的支援に過不足があれば市町村に再要請する。 

（4）  要避難者一覧表の作成送付 

医療搬送、施設外搬送者の一覧を作成する。（本目５  要避難者一覧表参照） 

  

４ 現状分析と対応 
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４ 現状分析と対応 
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緊急情報入力が完了後、施設被害状況 INDEX 下段にある CSV 出力をク

リックし、アプリ入力データを PC、スマートフォン内フォルダに一次的に保存  

 

（1） 要避難者一覧表 

①  CSV 保存した施設被害状況報告一覧を開く。 

 

② 施設被害状況一覧に表示されている職員被害状況、利用者被害状況からアプリ機能で

「医療避難」「施設外避難」者がリスト化された「要避難者一覧表（職員）」「要避難者一

覧表（利用者）」を別シートにコピーペーストし、事業所番号を追記する。 

 要避難者一覧表を CSV ファイルに変換し、市町村へメールまたは音声で伝達  

（2） 健康状態一覧表 

① 施設被害状況報告 CSV からの作成 

 施設被害状況一覧に表示されている利用者被害状況「利用者被害状況 

一覧」を別シートにコピーペーストし作成 

 施設管理上不足項目があれば追記し、CSV 保存するとともに職員間で共有  

 

②  アプリ機能からの作成 

INDEX→印刷→「利用者被害状況一覧」により印刷し共有 

 

  

居住室 名前(カナ) 年齢 性別 介護度 継続医療 安否 会話 表情(顔面蒼白・発汗) 動作(体の動き) 呼吸 出血 一時移動場所 避難先

301 リ　ヨウシャ（や1） 82 男 介護4 経管栄養 負傷 いつもと違う 普段どおり いつもと違う いつもと違う 無 301 調整中

303 リ　ヨウシャ（や3） 88 男 介護3 喀痰吸引 無事 普段どおり 普段どおり 普段どおり いつもと違う 無 303 調整中

304 リ　ヨウシャ（や4） 90 女 介護3 経管栄養 負傷 いつもと違う いつもと違う いつもと違う いつもと違う 無 304 調整中

305 リ　ヨウシャ（や5） 92 男 介護4 酸素 負傷 いつもと違う いつもと違う いつもと違う いつもと違う 無 305 調整中

306 リ　ヨウシャ（や6） 99 女 介護3 酸素 無事 普段どおり 普段どおり 普段どおり 普段どおり 無 306 調整中

201 りようしゃ6 88 男 介護3 なし 無事 普段どおり 普段どおり 普段どおり 普段どおり 無 2階フロア 調整中

202 りようしゃ7 90 女 介護4 なし 無事 普段どおり いつもと違う 普段どおり 普段どおり 無 2階フロア 調整中

201 りようしゃ8 88 女 介護4 なし 挟まれ・閉込められている いつもと違う いつもと違う いつもと違う いつもと違う 無 301 調整中

203 りようしゃ9 87 女 介護5 なし 負傷 話せない 動かない 動かない していない 無 303 調整中

305 りようしゃ9 94 女 介護4 なし 無事 いつもと違う いつもと違う 普段どおり いつもと違う 無 305 調整中

５ 要避難者一覧表 

事業所番号 名前(カナ) 年齢 性別 介護度継続医療 安否 会話 表情(顔面蒼白・発汗)動作(体の動き)呼吸 出血 重症度 要医療 要避難種別 一時移動場所 避難先

2397500071 リヨウシャ1 82 男 介護4 経管栄養 不明 普段どおり 普段どおり 普段どおり 普段どおり 無 白 - 施設外避難 行方不明 調整中

2397500071 リヨウシャ2 85 女 介護3 なし 負傷 普段どおり 普段どおり 普段どおり いつもと違う 無 黄 - 施設外避難 緊急避難場所へ 近隣施設・避難所

2397500071 リヨウシャ3 88 男 介護3 喀痰吸引 無事 普段どおり 普段どおり 普段どおり いつもと違う 無 黄 ○ 医療避難 緊急避難場所へ 近隣施設・避難所

2397500071 リヨウシャ4 90 女 介護5 経管栄養 無事 いつもと違う いつもと違う 普段どおり いつもと違う 無 黄 ○ 医療避難 緊急避難場所へ 近隣施設・避難所
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海抜ゼロメートル地帯などの地域では南海トラフ地震等巨大地震による被害は揺れによる建物

被害だけでなく、液状化危険度も高くなり、地盤沈下により津波浸水も湛水することから、停電・通

信機能遮断を伴う孤立が長期化する恐れがあります。 

そのため、早期に支援要請を行う必要がありますが、職員等が市町村等に出向き、直接支援要

請を行うのは、施設周囲が湛水状態の中リスクが高く、停電・電話・インターネット遮断時に対応で

きる通信機器が必要となります。 

また、長期湛水の中、即時避難も困難となることから、一定期間施設機能を維持できる備えが必

要となります。 

(1) 推奨する災害時対応通信機器 

 衛星通信（下表参照）、防災無線、MCA 無線 

 通信機器用蓄電池 

(2) 衛星通信の機能比較                        ※各社仕様書引用作成 

 

 

  

６ 事前の備え 

フレックスムーブ

Satcube

衛星コンステレーション HTS衛星 静止衛星

× × △※６

× × ×

◎ ◎ ◎

200Mbps程度 20Mbps 25Mbps

200Mbps程度 6Mbps程度 220Mbps

持ち運び

アンテナ方向 北 南 南

衛星通信　高速衛星通信

機　　　種

可能だがアンテナ固定必要
設置条件

衛星電話外観

衛星区分

電話※５

FAX

データ通信可否

速度上限（上り）

同（下り）

スターリンク JSAT

※１：別途専用機材購入が必要 

※２：SMS（ショートメールサービ

ス）程度の文字情報 

※３：アンテナを赤道上空で確保する

必要があるため屋内使用不可 

※４：アンテナは屋外南向きに固定し

受話器を屋内取り込み可能 

※５：インターネット環境により別途

IP 電話を契約すれば番号取得可 

※６：災害医療プランによるIP 電話

付帯契約可能 
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(3) 推奨する備え 

①  被害減災策 

➢ 耐震化：1981 年以前の建築物は耐震補強  耐震診断 1.0 以上 

➢ 事故防止；利用者活動範囲内の落下物防止、施設家財固定 

➢ 止水対策；土嚢、止水板、盛土 

② 長期孤立対策 

湛水期間と備蓄日数の相互関係による施設行動方針の目安を下図に示す。 

 ３日間分の備蓄では 4 日目以降物品支援を受け籠城するも、水が引く前に避難を併せて行う必

要が生じてくる。 

 10 日間分の備蓄では物品支援を受ければ 20 日間ほどは施設機能を維持できる可能性がある。 

湛水期間と備蓄日数の相互関係をみれば、生活機能を維持するための備蓄品は 10 日分以

上保有することが望ましい。 

➢ 飲料水 

保有量；（利用者数＋職員数）×2ℓ×10 日 

➢ 食糧（備蓄＋流動食） 

保有量；（利用者数＋職員数）×1500ｋcal×10 日 

➢ 電気（自家発） 

種類;太陽光電池、発動発電機、乾電池  

必要電力量；  平日使用電力量×0.6×10 日 

➢ 非常用情報収集器材；ラジオ 

➢ 夜間照明；ランタン、懐中電灯  

➢ 冷暖房；スポットクーラー 

➢ 寝具 

種類；毛布・段ボール・寝袋・布団  

保有量；避難者数×1 セット 

➢ トイレ 

種類；簡易トイレ、おむつ 

６ 事前の備え 
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1 市町村内施設被害状況の予測 

施設被害状況報告が速やかに行われない場合に備えて、各施設災害対応機能を事前に把握

し、ハザードマップで照合しアプリ機能で被害予測一覧を作成し、支援見積をたてる。 

（1） 支援見積の目安 

緊 急 支 援 ；大規模半壊以上の建物損壊が予測され、緊急に施設外避難を要する支援

が必要な施設に対する避難支援 

重 点 支 援 ；建物が半壊以上でライフライン消失が予測され、継続医療の必要な利用者

がいる施設に対する籠城避難支援 

要 支 援 調 整 ；建物は一部損壊状態もライフラインが消失し、施設機能維持が困難となるこ

とが予測される施設に対する籠城支援 

（2） 災害対応機能の把握 

管内施設の建物構造、在所者状況、災害用備蓄品を定期的に事前把握し、「施設情報実

態調査」としてリスト化し、フォルダに保存する。 

① 建物構造；耐震化状況、階層（何階建）  

② 在所者状況；職員（職種）、利用者（介護度、在宅医療）  

③ 災害用備蓄品；通信機器、自家発等自家電力、飲料水・生活用水、冷暖房等  

 

（3） 市町村内施設被害予測表の作成 

 「施設実態調査」リストをアプリ機能で読込 

 施設所在地のハザードマップ津波浸水、震度、液状化危険度を入力  

（アプリ機能被害予測） 

施設建物被害予測（右表） 

（浸水） 

ハザードマップの最大浸水高、1 階 3ｍと試

算した建物高を比較し、アプリ機能で被害規模

を算定 

（建物被害） 

ハザードマップの最大震度、液状化危険度

と耐震化構造を比較し、アプリ機能で被害規模

を算定市町村内施設把握 

（停電・断水） 

ハザードマップの最大震度、液状化危険

度、津波浸水の有無で算定 

 

 

B） 市町村編 

建物被害 停電 断水

全壊

構造;非耐震

震度≧6強(液状化大)

大規模半壊

構造;一部耐震

震度≧6強(液状化大)

半壊

構造;非耐震,一部耐震

震度≧6弱(液状化大)

一部損壊

非耐震:5強(液中)≧

耐    震:6強(液大)≧

被害リスク低

非耐震；5弱(液中)≦

耐　震；5弱(液中)≦

浸水

浸水無

津波高　ー

一部損壊

 0.1>津波高/ 建物高×3 > 0

半壊

 0.5> 津波高/ 建物高×3 ≧0.1

大規模半壊

 0.7>津波高/ 建物高×3 ≧0.5

全壊

 1.0> 津波高/ 建物高×3 ≧0.7

（危険大）

震度；6強以上

液状化；危険大

津波浸水；有

（危険高）

震度；5強以上

液状化；危険大

津波浸水；無

施設被害予測

(危険小）

上記以外

施設被害想定(最大）

建物被害 停電 断水

全壊

構造;非耐震

震度≧6強(液状化大)

安否確認

建物 緊急検索
緊急支援

大規模半壊

構造;一部耐震

震度≧6強(液状化大)

全員避難

建物 全員避難
緊急支援

半壊

構造;非耐震,一部耐震

震度≧6弱(液状化大)

籠城避難

建物　一部避難

 要医療者＞0

ﾗｲﾌL　重点支援

重点支援

QRS列 AB列

一部損壊

非耐震:5強(液中)≧

耐    震:6強(液大)≧

籠城

建物 籠城

ﾗｲﾌL 重点・要支援

要支援調整

合計 数値表示

被害リスク低

非耐震；5弱(液中)≦

耐　震；5弱(液中)≦

警戒

ライフL 要観察
要観察

事業所番号 市町村 ｻｰﾋﾞｽ種類 職員数 利用者数 要担送者
（介護３以上）

建物高

(階）
耐震構造

自家発

等稼働
貯水量

食糧備蓄

保有量

（日）

連絡 手段
高潮

（ｍ）

津波高

（ｍ）

洪水髙

（ｍ）
震度

液状化

危険度

高潮

損壊

津波

損壊

洪水

損壊

建物

被害予測
停電 断水 震災被害 浸水被害

建物損害

行動評価
ｴﾈﾙｷﾞｰ 水 食糧

ﾗｲﾌﾗｲﾝ

支援

災害時

通信
行動方針

支援

ステータス

2355680014 あま市 介護老人保健施設 3 1 5 6強 大 危険大 危険大 要調査 機能維持 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査
2375600992 あま市 介護老人福祉施設 93 133 0 4 耐震 6時間 3日 3 トランシーバー 3 - 3 6強 大 半壊 浸水無 半壊 一部損壊 危険大 危険大 籠城 機能維持 籠城 要支援 要支援 要観察 要支援 伝令・表示 籠城 要支援調整
2375601016 あま市 認知症対応型共同生活介護 3 - 3 6強 大 浸水無 危険大 危険大 要調査 機能維持 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査
2375601370 あま市 認知症対応型共同生活介護 3 3 5 6強 大 危険大 危険大 要調査 機能維持 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査
2377601048 あま市 介護老人福祉施設 90 120 0 4 耐震 6時間～1日 7日以上 6 無 3 3 3 6強 大 半壊 半壊 半壊 一部損壊 危険大 危険大 籠城 一部避難 一部避難 要支援 要観察 要観察 要支援 伝令・表示 籠城 要支援調整
2377601436 あま市 特定施設入居者生活介護 39 63 17 3 耐震 不明 3日 3 防災無線 3 - 3 6強 大 半壊 浸水無 半壊 一部損壊 危険大 危険大 籠城 機能維持 籠城 要調査 要支援 要観察 要支援 音声可 籠城 要支援調整

支援方針支援見積

緊急検索

建物 or 浸水　全壊

全員避難

建物 or 浸水　大規模半壊

一部避難

建物 or 浸水　半壊

重点

　停電・断水;危険大   燃料 or 水 or 食糧;無・半日

建物行動評価群 ライフライン支援状況

積算根拠

要支援

停電・断水;危険大    燃料 or 水 or 食糧;3日以下

籠城

建物 or 浸水　一部損壊

要観察

停電・断水;危険大   燃料 or 水 or 食糧　4日以上

機能維持

震災被害　リスク低

浸水被害　無

浸水

浸水無

津波高　ー

一部損壊

 0.1>津波高/ 建物高×3 > 0

半壊

 0.5> 津波高/ 建物高×3 ≧0.1

大規模半壊

 0.7>津波高/ 建物高×3 ≧0.5

全壊

 1.0> 津波高/ 建物高×3 ≧0.7

（危険大）

震度；6強以上

液状化；危険大

津波浸水；有

（危険高）

震度；5強以上

液状化；危険大

津波浸水；無

施設被害予測

AT列 AV列 BD列 AN列

事業所概要

施設情報調査

介護サービス公表システム

南海トラフ地震　震源域　陸側　津波ケース2

I列 L列

耐震表記

AF列 耐震

AD列 1961≧

AF列 IS＞0.6

国土交通省ポータルサイト

ハザードマップ

Ｈ２３－２５愛知県東海

地震 東南海地震南海地震

等被害予測調査報告書
(危険小）

上記以外
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2 市町村内施設被害状況把握 

(1) 市町村内施設被害状況一覧表の作成  

① 被害予測・施設被害報告読込 

フォルダに保存してある１-(２ )で作成した「施設情報実態調査」、施設から送信された「施設

被害状況報告」を「施設情報実態調査を読込」「施設被害報告一覧表を読込」をクリックし、

アプリ機能で読込 

② 被害予測一覧の反映 

施設情報実態調査のデータは事業所番号で照合され、「施設情報調査欄」に反映 

（反映データ）  

職員数、利用者数、要担送者、建物高 (階）、耐震構造、 自家発等稼働時間、貯水量、 
食糧備蓄保有量（日）、連絡手段 

③ 被害状況 

初期設定はハザードマップ被害予測データを掲載  

津波浸水、震度、液状化の被害状況が判明した場合、修正入力 

④ 施設被害状況報告の反映 

 施設被害状況報告のデータは事業所番号で照合され、「情報共有システム施設被害状況

報告欄」に反映 

 音声で施設被害状況報告された場合には、その内容を「市町村内施設被害状況一覧表」

に代行入力 

（反映データ）  

浸水損壊、 建物損壊、停電、 自家発等稼働時間、断水、貯水量、食糧備蓄保有量（日）、
 要避難者、要医療避難者、要施設外避難者、勤務可能者、職員支援 

⑤ 算定データ 

算定元データが施設被害状況報告の場合は「被害報告」、被害予測の場合は「予測被害」

と表示 

（2） 被害評価 

アプリ機能により建物行動評価群、ライフライン支援状況を被害報告内容、予測被害内容

から右表支援方針算定根拠のとおり算定し、施設の行動評価、支援方針を表示  

被害状況

行動評価 支援方針

安否確認
建物 安否確認

緊急支援

全員避難
建物　全員避難 緊急支援

籠城避難
建物　一部避難
 要医療者＞0

ライフL　重点支援

重点支援

QRS列 AB列
籠城

建物 籠城
ﾗｲﾌL 重点・要支援

要支援調整

合計 数値表示
警戒

ライフL 要観察
要観察

事業所番号 市町村 ｻｰﾋﾞｽ種類 職員数 利用者数
要担送者
（介護３以上）

建物高

(階）
耐震構造

自家発等

稼働時間
貯水量

食糧備蓄

保有量

（日）

連絡 手段
津波高

（ｍ）
震度

液状化

危険度
浸水 建物 停電

自家発等

稼働時間
断水 貯水量

食糧備蓄

保有量

（日）

要避難者

数

要医療

避難者

要施設外

避難者

勤務

可能者
職員支援 引用 震災被害 浸水被害

建物損害

行動評価
燃料 水 食糧

ライフラ

イン支援
災害時通信

行動

方針

支援

ステータス

2355680014 あま市 介護老人保健施設 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375600992 あま市 介護老人福祉施設 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375601016 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375601370 あま市 認知症対応型共同生活介護 3 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2377601048 あま市 介護老人福祉施設 90 120 4 耐震 6時間～1日 7日以上 6 無 3 6強 大 予測被害 籠城 一部避難 一部避難 要支援 要観察 要観察 要支援 伝令・表示 籠城避難 重点支援

2377601436 あま市 特定施設入居者生活介護 39 63 17 3 耐震 3日 3 防災無線 - 6強 大 予測被害 籠城 機能維持 籠城 重点支援 要支援 要観察 重点支援 音声可 籠城 要支援調整

2395600022 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600012 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600020 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600046 あま市 認知症対応型共同生活介護 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600053 あま市 小規模多機能型居宅介護 17 28 9 2 耐震 6時間 3日 3 無 3 6強 大 大規模半壊 一部損壊 停電 0日 断水 3日 2日 11 2 9 2 要 被害報告 籠城 全員避難 全員避難 要支援 要支援 要支援 要支援 伝令・表示 全員避難 緊急支援

2397600061 あま市 認知症対応型共同生活介護 18 18 4 2 耐震 6時間 3日 3 無 3 6強 大 予測被害 籠城 緊急避難 籠城 要支援 要支援 要観察 要支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

施設被害報告

引用データー 介護サービス公表システム

情報共有システム

施設被害状況報告
被害状況

BD列 AN列

事業所概要

施設情報調査

I列 L列

耐震表記

AF列 耐震

AD列 1961≧

AF列 IS＞0.6

支援方針支援見積

安否確認;震災　全壊

　　　　浸水　全壊

全員避難；震災 大規模半壊

　　　　　浸水 大規模半壊

一部避難

建物半壊

重点

燃料 or 水 or 食糧　無・半日

建物行動評価群 ライフライン支援状況

要支援

燃料 or 水 or 食糧　3日以下

籠城

 一部損壊

要観察

燃料 or 水 or 食糧　4日以上

機能維持

震災・浸水被害無

AT列 AV列

算

定

デ

ー

タ

ー

施設情報実態調査を読込

施設被害一覧表を読込
１ 

２ ３ ４ 
５ 

被害状況

行動評価 支援方針

安否確認
建物 安否確認

緊急支援

全員避難
建物　全員避難 緊急支援

籠城避難
建物　一部避難
 要医療者＞0

ライフL　重点支援

重点支援

QRS列 AB列
籠城

建物 籠城
ﾗｲﾌL 重点・要支援

要支援調整

合計 数値表示
警戒

ライフL 要観察
要観察

事業所番号 市町村 ｻｰﾋﾞｽ種類 職員数 利用者数
要担送者
（介護３以上）

建物高

(階）
耐震構造

自家発等

稼働時間
貯水量

食糧備蓄

保有量

（日）

連絡 手段
津波高

（ｍ）
震度

液状化

危険度
浸水 建物 停電

自家発等

稼働時間
断水 貯水量

食糧備蓄

保有量

（日）

要避難者

数

要医療

避難者

要施設外

避難者

勤務

可能者
職員支援 引用 震災被害 浸水被害

建物損害

行動評価
燃料 水 食糧

ライフラ

イン支援
災害時通信

行動

方針

支援

ステータス

2355680014 あま市 介護老人保健施設 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375600992 あま市 介護老人福祉施設 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375601016 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375601370 あま市 認知症対応型共同生活介護 3 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2377601048 あま市 介護老人福祉施設 90 120 4 耐震 6時間～1日 7日以上 6 無 3 6強 大 予測被害 籠城 一部避難 一部避難 要支援 要観察 要観察 要支援 伝令・表示 籠城避難 重点支援

2377601436 あま市 特定施設入居者生活介護 39 63 17 3 耐震 3日 3 防災無線 - 6強 大 予測被害 籠城 機能維持 籠城 重点支援 要支援 要観察 重点支援 音声可 籠城 要支援調整

2395600022 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600012 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600020 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600046 あま市 認知症対応型共同生活介護 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600053 あま市 小規模多機能型居宅介護 17 28 9 2 耐震 6時間 3日 3 無 3 6強 大 大規模半壊 一部損壊 停電 0日 断水 3日 2日 11 2 9 2 要 被害報告 籠城 全員避難 全員避難 要支援 要支援 要支援 要支援 伝令・表示 全員避難 緊急支援

2397600061 あま市 認知症対応型共同生活介護 18 18 4 2 耐震 6時間 3日 3 無 3 6強 大 予測被害 籠城 緊急避難 籠城 要支援 要支援 要観察 要支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

施設被害報告

引用データー 介護サービス公表システム

情報共有システム

施設被害状況報告
被害状況

BD列 AN列

事業所概要

施設情報調査

I列 L列

耐震表記

AF列 耐震

AD列 1961≧

AF列 IS＞0.6

支援方針支援見積

安否確認;震災　全壊

　　　　浸水　全壊

全員避難；震災 大規模半壊

　　　　　浸水 大規模半壊

一部避難

建物半壊

重点

燃料 or 水 or 食糧　無・半日

建物行動評価群 ライフライン支援状況

要支援

燃料 or 水 or 食糧　3日以下

籠城

 一部損壊

要観察

燃料 or 水 or 食糧　4日以上

機能維持

震災・浸水被害無

AT列 AV列

算

定

デ

ー

タ

ー

施設情報実態調査を読込

施設被害一覧表を読込

建物行動評価群 ライフライン支援状況 行動評価 支援方針

安否確認 ; 震災　全壊

　　　　　浸水　全壊
安否確認；建物行動評価 ; 安否確認 緊急支援

全員避難；震災 大規模半壊

　　　　　浸水 大規模半壊
全員避難；建物行動評価 ; 全員避難 緊急支援

一部避難；建物半壊 重点支援；燃料 or 水 or 食糧　無・半日
籠城避難；建物行動評価＝一部避難 , 要医療者≧１

　　　　　ﾗｲﾌﾗｲﾝ支援　重点支援
重点支援

籠　　城； 一部損壊 要支援；燃料 or 水 or 食糧　3日以下
籠　   城；建物行動評価＝籠城

　　　　　ﾗｲﾌﾗｲﾝ支援； 重点・要支援調整
要支援調整

機能維持；震災・浸水被害無 要観察；燃料 or 水 or 食糧　4日以上 警       戒；ﾗｲﾌﾗｲﾝ支援 要観察 要観察
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3 現状分析と支援方針 

 アプリ機能で表示された施設被害状況、支援内容、要避難者を現状分析シートに転記し、施

設別の支援方策を検討し、福祉担当者、医療担当者、危機管理担当者と共有  

 管内福祉避難所、水路手段の被災状況を確認  

 市町村で避難先、避難手段確保可能な場合は市町村で調整  
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4 市町村内施設要避難者把握 

施設より送付された「要避難者一覧表」を集計し、医療搬送対象者、施設外避難者を把握  

市町村で搬送先が調整できた場合は避難先欄に避難先名を入力  

 

5 情報伝達 

「市町村内施設被害状況一覧表」、「市町村内施設被害予測一覧表」、「市町村内施設調

査一覧」、「要避難者一覧表」各ファイルを県へメール送信  

  

事業所番号 名前(カナ) 年齢 性別 介護度継続医療 安否 会話 表情(顔面蒼白・発汗)動作(体の動き)呼吸 出血 重症度 要医療 要避難種別 一時移動場所 避難先

2397500071 リヨウシャ1 82 男 介護4 経管栄養 不明 普段どおり 普段どおり 普段どおり 普段どおり 無 白 - 施設外避難 行方不明 調整中

2397500071 リヨウシャ2 85 女 介護3 なし 負傷 普段どおり 普段どおり 普段どおり いつもと違う 無 黄 - 施設外避難 緊急避難場所へ 近隣施設・避難所

2397500071 リヨウシャ3 88 男 介護3 喀痰吸引 無事 普段どおり 普段どおり 普段どおり いつもと違う 無 黄 ○ 医療避難 緊急避難場所へ 近隣施設・避難所

2397500071 リヨウシャ4 90 女 介護5 経管栄養 無事 いつもと違う いつもと違う 普段どおり いつもと違う 無 黄 ○ 医療避難 緊急避難場所へ 近隣施設・避難所

2375600273 リヨウシャ1 82 男 介護4 経管栄養 負傷 いつもと違う 普段どおり いつもと違ういつもと違う 無 黄 ○ 医療避難 301 調整中

2375600273 リヨウシャ2 88 男 介護3 喀痰吸引 無事 普段どおり 普段どおり 普段どおり いつもと違う 無 黄 ○ 医療避難 303 調整中

2375600273 リヨウシャ3 90 女 介護3 経管栄養 負傷 いつもと違う いつもと違う いつもと違ういつもと違う 無 赤 ◎ 医療避難 304 調整中

2375600273 リヨウシャ4 92 男 介護4 酸素 負傷 いつもと違う いつもと違う いつもと違ういつもと違う 無 赤 ◎ 医療避難 305 調整中

2375600273 リヨウシャ5 88 女 介護4 なし 挟まれ・閉込められているいつもと違う いつもと違う いつもと違ういつもと違う 無 赤 ◎ 医療避難 301 調整中
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1 県内施設被害状況把握 

(1) 県内施設被害状況一覧表の作成 

① 市町村施設被害報告読込 

市町村から送付された「市町村内施設被害報告」をフォルダ内に保存 

「市町村内被害一覧」マーカーをクリックし、「市町村内施設被害報告を読込」  

② 市町村内被害報告一覧の反映 

「市町村内被害報告一覧」のデータは事業所番号で照合され、「施設情報調査欄」、「情報

共有システム施設被害状況報告欄」に反映 

（反映データ）  

「施設情報調査欄」 

職員数、利用者数、要担送者、建物高 (階）、耐震構造、 自家発等稼働時間、貯水量、 
食糧備蓄保有量（日）、連絡手段 

「情報共有システム施設被害状況報告欄」  

浸水損壊、 建物損壊、停電、 自家発等稼働時間、断水、貯水量、食糧備蓄保有量（日）、
 要避難者、要医療避難者、要施設外避難者、勤務可能者、職員支援  

③ 被害状況 

初期設定はハザードマップ被害予測データを掲載  

津波浸水、震度、液状化の被害状況が判明した場合修正入力 

④ 算定データ 

算定元データが施設被害状況報告の場合は「被害報告」、被害予測の場合は「予測被害」

と表示 

(2) 被害評価 

アプリ機能により建物行動評価群、ライフライン支援状況を被害報告内容、予測被害内容

から右表支援方針算定根拠のとおり算定し、施設の行動評価、支援方針を表示  

C） 県  編 

被害状況

行動評価 支援方針

安否確認
建物 安否確認

緊急支援

全員避難
建物　全員避難 緊急支援

籠城避難
建物　一部避難
 要医療者＞0

ライフL　重点支援

重点支援

QRS列 AB列
籠城

建物 籠城
ﾗｲﾌL 重点・要支援

要支援調整

合計 数値表示
警戒

ライフL 要観察
要観察

事業所番号 市町村 ｻｰﾋﾞｽ種類 職員数 利用者数
要担送者
（介護３以上）

建物高

(階）
耐震構造

自家発等

稼働時間
貯水量

食糧備蓄

保有量

（日）

連絡 手段
津波高

（ｍ）
震度

液状化

危険度
浸水 建物 停電

自家発等

稼働時間
断水 貯水量

食糧備蓄

保有量

（日）

要避難者

数

要医療

避難者

要施設外

避難者

勤務

可能者
職員支援 引用 震災被害 浸水被害

建物損害

行動評価
燃料 水 食糧

ライフラ

イン支援
災害時通信

行動

方針

支援

ステータス

2355680014 あま市 介護老人保健施設 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375600992 あま市 介護老人福祉施設 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375601016 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375601370 あま市 認知症対応型共同生活介護 3 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2377601048 あま市 介護老人福祉施設 90 120 4 耐震 6時間～1日 7日以上 6 無 3 6強 大 予測被害 籠城 一部避難 一部避難 要支援 要観察 要観察 要支援 伝令・表示 籠城避難 重点支援

2377601436 あま市 特定施設入居者生活介護 39 63 17 3 耐震 3日 3 防災無線 - 6強 大 予測被害 籠城 機能維持 籠城 重点支援 要支援 要観察 重点支援 音声可 籠城 要支援調整

2395600022 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600012 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600020 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600046 あま市 認知症対応型共同生活介護 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600053 あま市 小規模多機能型居宅介護 17 28 9 2 耐震 6時間 3日 3 無 3 6強 大 大規模半壊 一部損壊 停電 0日 断水 3日 2日 11 2 9 2 要 被害報告 籠城 全員避難 全員避難 要支援 要支援 要支援 要支援 伝令・表示 全員避難 緊急支援

2397600061 あま市 認知症対応型共同生活介護 18 18 4 2 耐震 6時間 3日 3 無 3 6強 大 予測被害 籠城 緊急避難 籠城 要支援 要支援 要観察 要支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

2397600079 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600129 あま市 小規模多機能型居宅介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2397600137 あま市 認知症対応型共同生活介護 - 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2357280011 愛西市 介護老人保健施設 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375600299 愛西市 介護老人福祉施設 3 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375600307 愛西市 介護老人福祉施設 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375600323 愛西市 介護老人福祉施設 1 6強 大 無 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査 要調査

2375601198 愛西市 特定施設入居者生活介護 13 14 8 1 耐震 無 2日 3 無 3 6強 大 予測被害 籠城 機能維持 籠城 重点支援 要支援 要観察 重点支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

2375601511 愛西市 認知症対応型共同生活介護 18 17 10 2 耐震 無 3日 3 無 - 6強 大 予測被害 籠城 機能維持 籠城 重点支援 要支援 要観察 重点支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

2375601552 愛西市 介護老人福祉施設 87 109 108 4 耐震 6時間 7日以上 7 無 1 6強 大 予測被害 籠城 籠城 籠城 要支援 要観察 支援不要 要支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

2375601594 愛西市 認知症対応型共同生活介護 19 15 7 2 耐震 無 無 無 3 6強 大 大規模半壊 大規模半壊 停電 0日 断水 0日 1日 8 5 3 1 要 被害報告 全員避難 全員避難 全員避難 重点支援 重点支援 重点支援 重点支援 伝令・表示 全員避難 緊急支援

2377200171 愛西市 特定施設入居者生活介護 34 49 9 4 耐震 6時間 7日以上 7 無 1 6強 大 予測被害 籠城 籠城 籠城 要支援 要観察 支援不要 要支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

2377200502 愛西市 特定施設入居者生活介護 27 20 10 2 耐震 無 3日 3 無 - 6強 大 予測被害 籠城 機能維持 籠城 重点支援 要支援 要観察 重点支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

2377200668 愛西市 特定施設入居者生活介護 22 21 12 2 耐震 無 3日 3 無 - 6強 大 予測被害 籠城 機能維持 籠城 重点支援 要支援 要観察 重点支援 伝令・表示 籠城 要支援調整

算

定

デ

ー

タ

ー

施設被害報告

AV列

事業所概要

施設情報調査

I列 L列

耐震表記

AF列 耐震

AD列 1961≧

AF列 IS＞0.6

介護サービス公表システム

情報共有システム

施設被害状況報告
被害状況

BD列 AN列引用データー

支援方針支援見積

安否確認;震災　全壊

　　　　浸水　全壊

全員避難；震災 大規模半壊

　　　　　浸水 大規模半壊

一部避難

建物半壊

重点

燃料 or 水 or 食糧　無・半日

建物行動評価群 ライフライン支援状況

要支援

燃料 or 水 or 食糧　3日以下

籠城

 一部損壊

要観察

燃料 or 水 or 食糧　4日以上

機能維持

震災・浸水被害無

AT列

市町村内被害一覧を読込

建物行動評価群 ライフライン支援状況 行動評価 支援方針

安否確認 ; 震災　全壊

　　　　　浸水　全壊
安否確認；建物行動評価 ; 安否確認 緊急支援

全員避難；震災 大規模半壊

　　　　　浸水 大規模半壊
全員避難；建物行動評価 ; 全員避難 緊急支援

一部避難；建物半壊 重点支援；燃料 or 水 or 食糧　無・半日
籠城避難；建物行動評価＝一部避難 , 要医療者≧１

　　　　　ﾗｲﾌﾗｲﾝ支援　重点支援
重点支援

籠　　城； 一部損壊 要支援；燃料 or 水 or 食糧　3日以下
籠　   城；建物行動評価＝籠城

　　　　　ﾗｲﾌﾗｲﾝ支援； 重点・要支援調整
要支援調整

機能維持；震災・浸水被害無 要観察；燃料 or 水 or 食糧　4日以上 警       戒；ﾗｲﾌﾗｲﾝ支援 要観察 要観察
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2 現状分析と支援方針 

アプリ「県内施設被害状況一覧」で表示された施設被害状況、災害時情報共有システムの被

害状況集計を現状分析シートに転記し、県内被害状況、医療機関被害状況を福祉、医療、危機

管理部門で共有し、避難、籠城支援の優先順位、支援方法を検討する。 

（1） 優先順位の目安 

（2） 具体的支援調整 

a. 要医療者搬送先調整 

市町村から送付された要避難者一覧表の要医療搬送者を保健医療調整本部と共有し、医

療情報「広域災害救急医療情報システム」等で医療機関の受入れ状況を確認し、連携調整す

る。 

b. 施設外避難者搬送先調整 

市町村から送付された要避難者一覧表の要医療搬送者情報を保健医療調整本部、災害対

策本部と共有し、県内・隣県・広域搬送かを調整する。 

c. 物品支援調整 

県内施設被害状況を保健医療調整本部と共有し、災害対策本部物品担当班と調整する。 

d. 搬送調整 

県内施設被害状況を保健医療調整本部と共有し、災害対策本部物品担当班と調整する。 

（3） 現状分析シート例 

 

優先
順位

支援方針 行動評価 支援内容

1 安否確認 建物が全壊で緊急救出、安否確認支援かつ全員避難支援

2 全員避難 建物が大規模半壊以上で緊急に施設外へ全員避難支援

3 重点支援 籠城避難 
建物が半壊以上でライフライン消失が予測され、継続医療が必要な利用者が
いる施設に対する籠城避難支援

4 要支援調整 籠城
建物が半壊以上でライフラインも消失し、かつ医療搬送が必要な傷病者が生
じた施設への医療搬送・施設外避難支援と籠城支援

5 要観察 警戒
建物は一部損壊状態もライフラインが消失し、施設機能維持が困難な施設に
対する籠城支援

緊急支援

分 析 

（分析項目） 

組織体制、被害状況、情報伝達、支援方針 

対策記載 

現状記載 

対策検討 

【手順】 



編集後記 

D H-W ins 行動計画は、愛知県西部海抜ゼロメートル地帯に所在する市町村、施設、医

療機関の方々のご協力を賜り、実効性のある行動計画とすることができました。 

編集協力をいただいた皆様に厚く御礼を申し上げます。 

 令和 7年 3月 執筆者・編集者一同 

 

執筆者 

小澤和弘１）、柴田隼人１）、高橋礼子１）、川谷陽子２）、津田雅庸１） 

編集者 

舘陽平３）、山田奈保子３）、岡田万由子１）、阪本友美子１）、牧野久美子１） 

編集協力者 

是枝大輔４）、萩原康友５）、北川喜己５）、花木芳洋６）、岩野花穂７）、中井基人７）、加藤義久９）、

山田光正９)、柳瀬智法 10）、八木久美子 10）、津田喬子 18）、池田 孝 18）、中野高史 19）、 

西尾幸尚 20）、横道知里 21）、水野義久 22）、金井ちずえ 23）、松永紀美 24）、岩田大助 25） 

協力機関 

1) 愛知医科大学災害医療研究センター 

2) 愛知医科大学病院 

3) 愛知医科大学総務広報課 

4) 厚生労働省 DMAT 事務局 

5) 名古屋掖済会病院 

6) 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 

7) あま市福祉部高齢福祉課 

8) あま市市長公室危機管理課 

9) 愛西市企画政策部危機管理課 

10) 愛西市保険福祉部高齢福祉課 

11) 大治町福祉部長寿支援課 

12) 大治町総務部防災危機管理課 

13) 津島市市長公室危機管理課 

14) 津島市健康福祉部高齢介護課 

15) 弥富市総務部防災課 

16) 弥富市健康福祉部介護高齢課 

17) 飛島村民生部福祉課 

18) 医療法人親和会老人保健施設松和苑   

19) ケアハウス陽だまりの里           

20) 複合施設悠縁         

21) 特別養護老人ホーム にじいろ あすなろ    

22) 医療法人フジタ                        

23) 医療法人フジタ グループホーム「ポプラ」     

24) 小規模多機能型居宅介護施設「ふくじゅそう」   

25) 社会福祉法人貴徳会特別養護老人ホーム希望の郷大治  

26) 特別養護老人ホーム やすらぎの里 




